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回覧  地域再生 協議会だより  

   百合が丘 2‐29‐6（老人憩いの家）59‐9356（火・金午前）isshiki-saisei@grace.ocn.ne.jp 

最終年度 そろり 再開へ！ 

――8部会長からのメッセージ 

 コロナ対応を引きずった令和 3年度がスタートしました。平成 28 年度から始まった再

生協議会の活動はいよいよ最終年度になります。決して無理することなく、どうしたら総

仕上げにふさわしいものにできるか――を考えつつ、再開のタイミングを探っていきま

す。最終年度を見据えた 8人の部会長にメッセージを寄せてもらいました。 

地域交流部会 山本正博     「秋口」を目指す 
「こうりゅう塾」は昨年 2月までの 1年半に 35回開催し、約 1500名の方に参加

いただきました。一色、百合が丘、緑が丘にとどまらず、二宮町には知的好奇心

が旺盛な方々がたくさんいらっしゃることを、こうりゅう塾を通して知りました。人生

100年時代が言われ、知的交流を深める学びの場はますます重要になると思い

ます。コロナのいくえを見定めながら、秋口での再開を目指します。皆さんにお

目にかかれることを楽しみにしております。 

友情の山部会 岡村昭寿    7月にヤマユリ公開 
再生協議会の始動以来続けてきた一色小「友情の山」ヤマユリの一般公開は

今年も、７月下旬に行なうよう準備しています。貴重な群生ヤマユリ、山野草の

保護・育成には、保全、管理のていねいな継続が欠かせません。様子を見なが

らの枝払いや間伐、下草刈りなどの手入れも必要になります。協議会の活動が

終わる令和 4年度以降、この活動の担い手をどうするか、必要な費用をどうねん

出するかについて町などと話し合います。 

音楽活動部会 三浦憲門    来年度以後にも備え 
今年度はまだ活動を始めるに至っていませんが、総勢 70名からなる「やまゆ

り合唱団」は健在です。今年 11月 6日に予定していたラディアンでの「やまゆり

里山音楽祭」は、来年 2月 12日（土）に延期することにしました。協議会の最終

年度を飾るイベントとすべく、一日も早く活動を再開できるよう準備しています。

協議会の後ろ盾がなくなる「やまゆり」は来年度以降も、経済的自立を視野に入

れながら、特色ある合唱団として活動できるよう頑張ります。 
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古民家部会 松本篤子     再開へ準備万端 
一色の里山のふもとにある「ふるさとの家」は築 130 年、この地域の古きよき時

代の生活様式を体感できる空間です。この大事な資産を継承し、地域の賑わい

につなげるべく活動しています。昨年度は利用がほとんどない辛い時期でした。

その間も週１の簡易清掃、月１の全部会員による清掃、維持管理の作業を続け

てきました。利用者がいつ戻ってきても十分対応できる状態です。「屋内は 10名、

屋外の庭は 20 名程度」という制約が緩めば、バーベキューやイベントの利用が

増えることを期待しています。申し込み状況は HPを見てください。 

散策路部会 古矢俊雄   しばらくお待ちを！ 
散策路部会では春秋を中心にウォーキングイベントの企画・開催を行なって

きましたが、新型ウィルス感染の拡大に伴い、昨年から活動を止めています。

不特定の方が集まる集団でのウォーキングは、屋外とはいえまだ不安が残りま

す。町内の巨樹・巨木めぐりなど、新企画も検討中です。今後の感染状況やワ

クチン接種状況を見ながら、秋頃から再開したいと考えています。それまで、も

うしばらくお待ちください！ 

移動（外出）支援検討部会 岸野 修  具体化の方向探る 
移動支援の検討を始めて 2 年余りたちました。1 年目にはいろいろな事例研

究と我々の地域での実現可能性を検討しましたが、法的制約やボランティア確

保に大きな課題があることが分かりました。2 年目は、コロナの影響でほとんど何

もできませんでした。今年もまだコロナの影響が残りますが、福祉の面から何か

継続性を保った仕組みができないかを引き続き検討、試行していく考えでおりま

す。 

空き家対策部会 廣上正市  「人」と「住み良さ」アピール 
私の家（百合 1）の近くではこのところ、4 軒ほどの空き家の売却が決まりまし

た。転入者には子育て世代もおります。我々がこの問題に取り組んできた成果

などとは思いませんが、コロナ感染への対応、リモートワークの広がりによって、

「どこに住むか」をめぐる流れが明らかに変わっています。空き家対策を取り上

げてから 4 年目。今年度も国の助成制度を活用し、一色小学校区、二宮町の

人と自然、住生活環境の良さを多くの人にアピールしたいと思っています。 

県公社部会 金子久徳       お試し移住に力 
4月より県公社二宮現地事務所に勤務となりました。コロナ禍で見通しが立ち

づらい状況ではありますが、昨年実施し好評だった「お試し移住」の開催など、

公社資産を活用した取組みを検討・実施してまいります。今秋には、「二宮こど

も音楽祭」も予定しています。これらの取組みには、地域の皆様のご協力が必

要不可欠です。引き続き、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。 

 


